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何 らかの理由で顎骨内 リドカイン濃度が低下 して








【方 法】小動物用全身麻酔器 を用いて,全 身麻
酔薬セボフル レンで気管切開後に気管内カニュー
レを挿 入。 その後,両 側下 顎骨骨 膜下 に2%
Lidocaine(1/80,000E)を定量式注射器で0.5ml注
11:
入 し,片 側のみ骨膜剥離 を行い生理食塩水で10








【結 果】顎骨内リ ドカイン濃度 は非剥離群の平
均値1020.7μg/gに対 し,剥 離注水群 は平均値
650.3μg/gだった。剥離注水群の顎骨内 リドカ





顎骨 内残留 リ ドカインがwashoutされたことが
明 らかになった。その結果,顎 骨における骨膜剥
離注水下の処置は局所麻酔効果が短 く,約4.3ml
注入 で約38分しか効果 が得 られ ない ことがわ
かった。臨床応用として,教 科書では操作に関係
なく,2%Lidocaine(1/80,000E)の作用時間は60
分 と記載 されているが,骨 膜剥離操作では短縮 さ
れるため,短 時間で終了させることが必要であり,
40分以上 を要す る場合,伝 達麻 酔や全身麻酔 を
適応する。
(30)
